
日立市立諏訪小学校 

第５学年２組 道徳科学習指導案 

 

１ 主題名  内容項目Ａ（３）節度・節制 

２ 教材名 「流行おくれ」（新しい道徳５） 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

内容項目【Ａ（３）節度・節制】では、「安全に気を付けることや、生活習慣の大切さにつ

いて理解し、自分の生活を見直し、節度を守り節制に心掛けること。」をねらいとしている。

この内容項目には二つの要点が含まれている。本時では、要点の一つ、特に進んで自分の生活

を見直し、自分の置かれた状況について思慮深く考えながら自らを節制し、よりよい生活をし

ていくことをねらいとして授業を行う。物が豊富にある日常の中で、物を大切にすることの良

さに気付き、節度ある生活を送ることの大切さを理解してほしいと考え、本主題を設定した。

また、児童一人一人が、自分自身の生活を振り返りながらよりよい生活を送っていけるよう指

導していきたい。 

（２）児童の実態について 

【児童の実態】５年２組 ２６人 令和３年 １０月 １３日実施 

①物を大切にしていますか？ はい  ２６人   いいえ  ０人 

②欲しい物はありますか？    はい  ２４人   いいえ  ２人 

③欲しい物があるときはどうしますか？ 

 （複数回答） 

・親にねだる １１人  ・自分で買う９人 

・お金をためる ６人  ・ごほうび ５人 

・行事に買う  ４人 

   意識調査の結果を見ると、「物を大切にしている」と答えた児童が２６人で、「物を大切に 

していない」と答えた児童が０人である。結果を見ると物を大切にしている児童しかいないこ 

とがわかる。また、欲しい物があるときには、親にねだって買ってもらったり、自分で買った 

りする児童が多い。しかし、クラスの中に設置してある落とし物箱には、多くの落とし物があ 

ることが現状である。そこで、自分の生活を見直し、物を大切にすることの良さに気づいて、 

節度のある生活をしようとする心情を育てたい。 

（３）教材について （教材名「流行おくれ」出典：新しい道徳５ 東京書籍） 

本教材は、流行のジャケットがほしくて仕方ない「まゆみ」の話である。まゆみは母親に流

行のジャケットが欲しいとねだるが母親は「洋服はあるでしょう。」と言って取り合わない。 

欲求のままに行動する「まゆみ」と欲しい物があるけれど欲求を抑えて行動する弟が対照的

に描かれている。まゆみの多様な心情を考えさせることを通して、節度を守らないと自分や周

りの人の快適な生活を乱してしまうことに気付かせ、物を大切にするという心情を育てたい。 

４ 関連  

道徳の時間 

 

 

 

 

各教科等           特別活動            家庭地域         

 

 
 

５ 本時の指導 

（１）ねらい 

自分の生活を見直し、物を大切にすることの良さに気づいて、節度のある生活をしようとす

る態度を養う。 

（２）準備・資料 

タブレットPC、挿絵、プロジェクター 

４月 Ａ（２）正直・誠実 

「見えた答案」 

１１月 Ａ（３）節度・節

制 

「流行おくれ」 

１月 Ａ（３）節度・節制

「大きなじこをよぶ 

ヒヤリ・ハット」 

家庭科「持続可能な暮らしへ 

物やお金の使い方」 

奉仕作業 

  大そうじ 

 

 ベルマーク回収 

 ペットボトル回収 



（３）展開 

主な活動 予想される児童の反応 支援と手立て・評価 
 
１ 節度・節制に関するアン
ケートの結果を見て、話し
合う。 

 
 
 
 
２ 学級に設置してある落
とし物箱を見て、話し合
う。 

 
 
３ 本時の課題を確認する。 

物を大切にするとはど
ういうことなのだう。 

 
４ 教材「流行おくれ」を読
んで話し合う。 

（１）みどりがはやってい 
る服を着ていくことを 
知ったまゆみはどんな 
ことを考えていたのだ
ろう。 

 
（２）自分の部屋にかけ上が 

ったまゆみは、どんなこ 
とを考えたのでしょう。 

 
 
 
（３）なぜ母親はすぐに OK

を 
出さなかったのだろう。 

 
 
 
 
５ 本時の課題について話
し合う。 

（１）物を大切にするとはど 
ういうことなのかにつ 
いて意見交流を行う。 

 
 
 
 
 
６ 今までの自分を振り返
りこれからの自分の考え
をタブレットに記入する。 

 
 
 
 
 
７ 友達の振り返りを知り、
感想を伝え合う。 

 
・物を大切にする人が
多い。 

・今欲しい物がある人
がいる。 

・ずっと大切にしてい
る宝物がある。 

 
・物を大切にしていな
いから落とし物が多
い。 

・えんぴつが多い。 
 
 
 
・ていねいに使う。 
・ずっと使う。 
 
 
 
・うらやましい。私も
ほしいな。 

・お母さんに買っても
らおう。 

 
 
・私の気持ちは考えて
くれないんだ。 

・もうお母さんにはお
願いしない。 

 
 
・物を大切にしない人
になってしまう。 

・我慢できるようにさ
せたかった。 

 
 
 
 
・最後まで使い切る。 
・きれいにていねいに
使う。 

・雑に扱わない。 
・なくさないようにす
る。 

 
 
・これからは、えんぴ
つを最後まで使い切
りたい。 

・これからは、買った
服をきれいに着て、
大切にしたい。 

 
 
・○○さんの考えがい
いなと思いました。 

・○○さんの意見を見
習いたい。 

 
・学級で行った、意識調査の結果をも
とに、意見交流させる。 

 
・調査結果をプロジェクターに映し、
結果を捉えやすくする。 

 
 
・教師と児童が一対一の対話にならな
いように、発言する際の指名は児童
が行う。 

・必要に応じて担任が意図的に指名を
し、価値を追求できるようにする。 

 
 
・発問や挿絵を黒板に掲示することで
視覚的に捉え、考えやすいようにす
る。 

 
 
・まゆみがはやりの服を欲しくなって
しまう気持ちを考え、「自分だったら
どうなの？」と問いかけ、自己を振
り返りながら考えられるようにす
る。 

 
・「みどりは物を大切にしていないの
か」とゆさぶり、考えが深まるよう
にする。 

・母親の思いを問うことで自分が欲し
いものが手に入らない気持ちについ
て深く考えさせる。 

・母親が「なぜ、まゆみにすぐに OK を
出さなかったか」について考えさせ
ることを通して、母親思いに気付か
せる。 

・自分も同じような経験をしたことが
ないのかを問うことで自分を振り返
れるようにする。 

 
・グループで話し合いをする際に今ま
での自分はどうだったのか、友達の
考えはどうなのかを伝えるように声
をかけ、主体的に話し合えるように
する。 

・Teams を活用し、グループで考えた
意見をまとめさせる。 

 
・本時の授業を通して、感じたこと、
これからの生活でどうしていきたい
かをタブレットに記入させ、価値の
内省化を図る。 

・Teamsを活用することで、発表が苦手
な児童などの考えも共有できるよう
にする。 

・色々な友達の考えを見たり、聞いた
りすることで自分の考えをさらに深
められるようにする。 

(評)自分の生活を見直し、物を大切 
にすることの良さに気付いて節 
度のある生活について考えてい 
る。   （タブレット・発表） 


